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 昭和40年度のり養殖概況

養殖部

 こ㌧に使った資料は関係漁協から当本試へ報告された質料に基づいたものであ。
 る。未報告の2,3.の漁協分については聴取り調査した資料をのせた。
70施設数

 第1表に示すように県下ユ戸漁協管内で333経営体が網ヒビ63.64枚杜
 養殖した.

 漁場ユθカ所のrち、本年はじめて養殖を始めたところが・牛根●蒸之漠地
 区で、前年度まで垂殖した笠沙、鹿児島地区は養殖しなかった。特に鹿児島地
 区は昭和25年当本試の試験養殖以来年々産業的に発展してきた漁場でもった
 が.漁場埋立てによって養殖漁場を失った。本年度は一部の業者が谷山漁場仁

 入漁養殖している。

 経営体数は前年度と大差なく333経営体で、鹿児島地区の減に対し、川{
 長島・谷山地区が増加した。

 網ピピ数は前年度64ユ4枚に対し50枚滅の6364枚となった。。即ち、

 鹿児島地区の750枚減に対し、出水地区の350枚増、野口地区の350枚

 増と・他地区の増加によっておぎなわれた・

 特記すべきは前年度まで養殖されてきた女竹ヒビが全廃された。女竹ピピ養
 殖はこ」4-5年来、網ヒビ転換による減少傾向があったが、前年度の網ヒビ

 養殖の好調が認識された結果と考えられる。

 採苗別にみると、天然採苗ヒビは981枚と全ピピの15系と前年度の約半
 数に滅じた旦天然採苗は前年同様出水、野口、長島地区が主体である。人工俸
 苗I阜ビは年々増加の傾向を示し、5383枚と.前年度より約900枚増加し征自
 人工採苗ピピの弓ち県外の佐賀、癌岡、熊本から移殖していたものが前年度は
 80弟を占めていたが本年は50第に減り、地元人工採苗の普及がみられぢ。

 特に垂水地区では5年前から一部業者による人工採苗が行なわれてきたが、

 移殖ピピよりも地元人工採苗ヒビの生産性が高いために次第・に人工採黄ヒビが・

 増加し、本年度はじめて養殖ヒビ1.5'8枚の全部一を地元人工・採苗に切換えた。
 しかも、牛根、国分地区に僅かであるが試験的に移出をし、好成績をあげてい
 ることは注目されよう。(この項については「うしお」第ユエ9号を参照、

 2、生産量

 第2表に地区別の生産状況を示した、

 県全体の生産枚数は349万枚、金額一にして37ワ1万円であった。年度劇
 に比較すると第3表にみるとおり、39年度472万枚、37年度408万枚
 に次く一路3位の生産量であるが、ヒビ1枚当りの。'平均生産量は本集度548枚

 と過去5ヶ年にない最低の作柄となった。即ち、,35～39年度の5ケ年平均

 ヒビユ枚当りの生産量は976枝となり、.これを平年作柄とすると、本年度は

 その56系とたり不作であった。前年度と対比すると、ヒピュ枚当りの生産枚
 数はワ4案・金額呂こ換算すると89名であった。

一1'



 第・表地区別、採告別ピピ数
        ＼

        .網ヒど(枚)

        '別一＼＼・天然採苗.'人工毒.苗計I移殖.ピピの採苗地.τ        地元移殖一也兀移殖

        出水ユ602500島2白5ユ,2503,795福岡・佐賀。熊本

        1野1・I口=.車6541Oo7F48佐琴

        '㌧東I.町㌧5ξOoユ20O170出水培養拐糸状体から。
        一長。島3030O02050熊本

        川内20O0o工30ユ30佐賀・熊本

        一串木野3O080080
        岩本ユOo05555熊本

        .喜二一入i6oo03131熊本
        谷山4ワ010501,ユ25㍉23g出水。熊本

        {治ボ?oOσユ8ユ8熊本
        一国.分2OOO'2525熊本・出水一垂水

        .牛.根、、'ユO一0o55垂水

        一里.水}9O.0工580ユ58

        '薫.雅一ユ一〇Oo5050出水
        責瀬工O50o5出水

        、二手打4_」_・oユ4ユ4出水
        L

        …十・.333も71ユ五Oら653島7306,364

 ○・漁協から6蛙合資料によった。たfし★前は聴取り調査資料か一ら;



第2表  地区別集産I量.

       壬.1!壷一・鉦・之r・故)ヒ白ユ校       当生産量一一'備一考       地産
       別くろのりまぜの.りあ.姑のり計(枚〕

       出本19・17.2フ一630.O.・106-O・2,・6.3・・699一
       野口ユ4-3.5ユ7-3.o.3ユ61.1294

       づ東町ユ.5001.59

       長・.島3.Oユ.O2.O6.Oユ20

       川内54.569,13.9127.5981

       串木ポ25.OOO25.0312・

       岩本O.ユo00.ユ2

       喜入OoooO

       谷山ユ58.O92.O76.O326.O265

       加治木5.OユO,020.O35.Oユ'9・ムー

       r…

       国分O.5o.30-21,O40

       牛根1.8o』O.ユ2.040g
       一一

       垂水工45.7Ooユ45.7922

       黒之浜0.3ユ.OOユ.326

       一昔瀬oooO0

       手打^2.oo02.o143

       計箏58一ユ820.8208・5、3・487・{.548

 ○漁協か弓の報告資料によった旦たじし☆印は聴取り調査資料から。
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 第3表鹿児島県の年度別生産状況

       年度経営体数養殖ヒビ数生産枚数(千枚)・ヒビユ枚平均生産枚数のり平均単価備考
       301ユ643.2-7長株統計

       3195工,230.5〃

       32】.90ユー5亨&1382〃

       3319ワ2量ユ99.2一733〃

       34、230934846ワ〃

       552563,0792,291.3ワ25〃

       361992,31131039.81,O025円ワ3銭本試調査

       372682,3424,080-9i,4827円32銭〃

       382663,4463,O03.O80113円46銭〃

       393306,4144,725.0ワ369円20銭長株(1部本試)統計

       403336,3643,487.45481O円98銭本試調養

 3、気象、海況

 ○水温(鹿児島)=本試前足蜜観測

 40年度漁期中の水温は第1図に示した。夏以来平年水温よりも低目を保

 って、特に9月には急冷を示し、平年より2℃も低くなった。工。月も平年

 より1℃低目を続け、エユ月になって平年並かや㌧低目になつた。その後2

 月までは多少の上†はあるが、ぼし平年なみの水温で、2月後半から3月に
 かけて平年よりも高目となり3月中句には2℃高肩を示した.

 ○気温(鹿児島):気象台資料から

 9～且O月は平年より約2℃低目白1.ユ月には昇温して平年より逆に約2

 ℃の高目となった。工2～ユ月はほk平年並みを上下し、2月からは急に暖

 かくなって、平年より約3℃も高目が続いた。特に3月上句は平年より6℃
 も高目を示した。

 ○降水量(鹿児島):気象台資料から

 第・図に示すように・平年値1干比較すると・月は平年並各一H月は/。
 1工月は2倍、12月～2月は平年並みかや」多目、3月は二」7倍半なって.
 いる。漁期中を通じて多雨の年てあつ.た。

 ○水平面日射量(鹿児島〕:気象台資料から

 第3図にみるように9月下旬からユO月中句にかけてと、11月中旬に平
 年値よりも高目の日射量であった外は概して平年より少な目の年であった。

 4、養殖概況

 ○採苗期
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 第ユ図  満期中の句平均水温・気温

水温:本試前定置観測

 鹿児^地方気象台資料。鹿児、[い

水温 平年

40年度

気温
平年

40年度

 40年は北日本の冷害等で異常気象とみられ早冷が予想さ1汽ていた旦前記気象
 海況で述べたように9月の水温降下は急.で、平年より約ユ5日位早日の水温降下
 傾向を示した。従って採苗はユO月上句の大潮期を主力≡こ1丁な.わカーた。(出水地
 区〕

 垂水地区では例年迎り三〇月下句を主力に採苗一されオニ。

 出水地区でユ0月下句の茅付き調査では、芽付きは平年並みであったが、茅イ
 タミが30名もみられた。

 ○生長期



第2図  句別降水量。rリ・冒.鴨〕気象台1{料

平'年

 40・宇度

S36
S39

 4ヶ年平均

40年度



 10～ユエ月にかけてノリあ生育は概して悪く、10月下句に出水地区に佐

 賀から移植された2om位に伸長したノリも脱落流失がみられたコ特に河口漁
 場ほど著しく、沖合漁場に軽微であった。そあため、沖合漁場への再移植によ
 って被害防除が行なわれた。この時期はノリ芽あ発芽生長と、2次芽の増芽に
 とって重要な時期であるが、ユO月中旬から1ユ月上旬にふげて約20日間の
 気温の上昇と、水温の横這い1O月前半の毎日射等によって、芽イタミーが起っ
 たと推測され、ユエ月後半ではユ50舳におよぶ多雨のため、河口漁場の水イ

 タミ等ノリにとって不適な王環境が続いたためと想像される。
 ユ2月に入ってからは寒気が強まり、気温、水温一等も平年並かや㌧低目を保

 つだ』め、ノリ芽の生長も回復を示し、生産期手二入った目早期採苗のヒビはこ
 のようにノリ芽の流失等で生産にあずかろものは少なく、本年は2次芽採苗綱

 ヒビで生産をあげたといえよう。2次芽斥苫のうちユエ戸前半に行な?牟{)の
 は不良で、ユエ月彼半から}2月前半にかけて裸一曲したものが好調であった。

 、○生産期
 出水地区では例年ユエ月下旬から摘採が行なわれるが、本年は王2月中旬頃

 から開始され、後述。ように共販出荷の傾向からみて、2月中句をピークと.し

 た生産を示したのが特徴であった。

 野口地区は例年地一子ダネによる安定した生産を・保つ韻蠣であるが、

 であるため三2月～ユ月にかけてもノリの生育1・ま不振で、ユ月後半から沖合1-llO。

 場で生産があがった。

 長.,ll〕地区では7マノリの生産は皆無に等しく、ユ2月の2次芽採苗を行なっ

 たもの,)=僅かながら病採した。又。.'二卜ニグサは一般に生育順調でIあつたが、

 ユ月上旬にド.クグサレが発生し、キ;…失が続き不苅で乏)った。

 鹿児、1二㍉湾地区一では、垂水し;!j区を除いて主:こ育1ミ木県からの、人工グネをユエ月下

 句頃砂植して[コ書これfニニザ、ノリ井の脱…亥一流失が著しく。、生産1こ紬て):つくピピ

 は皆無の状態となった。

 従って、ユ2月に入ってπ三.修一債を行た?ゴ1二石山i≡、区の某業省はエ～;月に
 好訪な生産をあげた。

 三:水汽場では1月」三旬から生産州に入り極.めて順詞た生産で、2月下句で{
 全1ニピ'ノバニミミーとい勺1.ミ£…を一元…し・てし・ゴこ仁

 一.分三=」五;;i二:;≡…本、出水、;垂水の3地区のノ＼コ■、……苗1ニヒIを衛植し比破した結一ミ'ミ

 :童ガ(・ノニ.一・たけ二)…二三=着をあげること。バできナニ・。

 午」わ1:j区1・よオニ・1、三は1二め・こ、;.;決母貝養業佼を{lll」片目し;仁べ.4jl・1;し査モll-iを試験[1〕

 1こ行.生ったコヒ41t・・二水i二.…三1午・Dもの5枚1をユ2.着20日1一=移・肥し匝ちにベク流

 しとし七二当時。ノリ芽け2～`“rl二1中長・していゴこものであろ、三、吊上句に

 は多しく仲・奏し、衛採フパi了・二11っ.比1月下一句;～二も2回目の;、.与採をL土が、未≦1全.検

 者'〕た』b充分な`=三左1=あげえ。ニオ・つ一七。ユ2川ユ^の日1ト;一fl:は平年並かや＼少

 な二わの{ニニであった.'=こう、一'ピ↑一二とっては好条件と=ξえら,一tろが、一一・'志鹿児島湾

 レ.{でのべ'続し主ピ''f1二とつて一一・石を投じたといえよう。

 以上のよザ1二本年はユC～ユ三∫1の久常な気象、1番況によつ.てノリの生育初



 期に大きな打撃を弓Iけたが、それに対処して2次芽採由、再移檀を手まめに実
 施した入は漁期後半に生差をあげることができた。従って生産をあげた人とそ
 うでない人の差が大きく開いた。

 5、共販状況

 県漁連主催による出水共販は36年度からはじまり5・年目を迎えた。本年度
 の総出枯量は306万枚と総生産量の8ワ案を占め、前年度一とぼし同率であっ
 た旦

 地区別出荷量は(第5表)8地区から出荷された『ち出水が86系を占め、
 野口、垂水がそれそ.れ約5第位となっている。
 共販による海苔の単価の変動は第4表にみるとおり2月3日の第3回共販ま
 で・はユ2～ユ5円と一高値が続いたが、第4回の2月24日以降は6～8円と下
 落した。その主因は九州全般にヨ)たって2月中句に生産のビークがあり大.量の'
 出荷によるものと推察された。

(担当者新'村巌)

 第4表時期別共販状況(県漁連資料から)

    共販月日出荷量(千枚〕平均.単価(円)

    ユ12.23252.412.ユエ

    21,ユ3537.ユユ5.王9

    ・。・1■■・1・・ユ2.92
    42,241,320・28.3王

    ・斗3,エスユ33.Q6,56
    計3,057.9ユO.98

 第5表漁協別出荷状況(県漁連資料から、

    漁協別,出一荷量(千枚)平均単価(円)

    出水52,6・工9.5■1⊥.22

    野口3ユ6ユ.ユ6.83

    川.'内353.89.ユ0

    八房4ユ8,7ユ○.70

    屯児.島2ユ8.3ユ2.24

    谷山29.29.52

    i;水3145.7ユ2.10'

    牛根ユ].68.65

    計3,057.9ノ



 薩南漁場のカツオ漁業(その/)

漁業部徳留陽一郎

はじめに

 本県のカツ.㌃一本釣漁業の歴史は古く.、薩南海区といわれる沖縄群島及び南西
 諸島・周辺の漁場を主体にして発達してきた。

 戦前には約60隻(平均35トン〕を数えた近海ヵツォ漁船も戦争中殆んど徴傭
 を受け、全滅1こ近い打撃を受けた。戦後の復興はめざましく、5年余り経てトン
 ・数において戦前を上廻る勢力になつオ^

 昭和37・年頃から3級船の増加があったことは,宮崎県船に刺戟されたことによ
 るが、遠洋ヵツォ船船主の多角経営化を図ったことも見逃がせないコ40年度に
 なってカツオ漁業一許可の正常化を推進、した結果、違一洋カツオ漁船への経営集中に
 より近海カツオ漁業の事業縮少を図った。叉、本県の近海カツオ漁業は周年換業
 が不可能て逐次遠洋への転換を予儀なくされ、共同1二よる経一営をなし、残った操

 業中の近海カツオ漁船Iもマク'口漁業への転換、兼業を計画している。

 このように小型船の減少により艇南漁場の利用度は少なくなり、・宮崎県からの
 小型船の進出が著しく、薩南漁場に限らず速く台東漁場と広範囲;こ拡がり周年操
 業に成功した結果本県1こ水揚げされる近海カツオの大部分を占めるよrにたった旦
 参考のため、本県カッォ漁船の勢力雄一秒・を表に示す(漁放課調べ)

     ・年トン⊥ソ下40～99トン!00トン以上計

     66

     王5ユ5

     3ユ2ユ2ユ

     32222£

     33Lユつユ9
     'L

     34ユ5+4
     35ユ4工4

     36ユ2820

     3ワ9(6)10(王3)625・g.)44
     (4)931     3812(ユ5)ユ0じ9)50

     39ユ3(4)7(ユワ〕8282・)49
     40ユ4(4〕7(星3)ユ3山427)6ユ
     4ユ・∴・⊥(・)・・389〕47
 4ユ年6月ユ旧現在(〕.内は許可借り操業

 一g」



 /、漁場

台湾海区漁場  N26}南

台南漁場
一台東漁場

 N23以閑

 N23～N26

薩南海区漁場  N26o～N3ユ。

沖縄西漁場

 トカラ漁場r七島漁場〕

.薩南漁場

九州西漁場  N3ゴ以北

 こしき島

五島列島

九州西漁場

薩南漁場

 トカラ芒一:提易

 沖縄西涼」一身

 台東も::暢

台南漁場

 図王薩南海区のカツオ満場

 2、漁獲量の経年変動。盤休統計)

 50トン級以.下の小型船による陸揚量を

 みると昭和32年以降は増加傾向で37

 ・年を最・高にその後は横遣いである。

 c近年全国のカツオ総陸揚盟及び資源量

 指数は増加傾向を示している旦

東北水研)

 因に32年～40・年の9ケ年平均漁獲量

 は、

 ユO～50トン穎支で乖…勺ユエ,000トン

 30～50卜一シ級で約ワ,300卜;/

 図2漁獲量の変化

 30～50トン



 3、漁況と海況

 (4.表面水温との関係

 薩南海区のカツ・オは黒潮流の一一高温帯に分布、し・漁獲水温は一般的にみて
 20～30℃の広範囲にみられる・が、最適の水温は漁期や群態によってかな
 り異たるようである。

 因に大隅海1峡中央部CN30。山39'、Eユ30。一25')の点で、各年の表
 面水温の経月変化と初漁期て1…3月)と盛漁期C4～6月)の好、不漁の

 状態をみると、・2～3月宮古南東に来線したヵツォ群は、4～5月にトカラ
 漁場・ぶら屋久島近海に至る海域に北上.してくる。このよ弓な時期の水温をみ
 ると'、冬期の最低水温から春先きに急激な上昇をするような場合好漁・年にな

 り、緩やかな上.昇ては不漁年になるようである箏
 薩南漁場には大体22～23℃になってカツオをみるよう1二なり盛漁期は

 24～28℃である目

好漁型 不漁型

 39年◎1◎
 38年○=○

 33年XlX
 34年△=△

℃

 水11ド!
㌣■・1・.
}2345'61234.56 月

 図3表面水温と損況

 (口)黒潮流量との関係「長崎海洋気象台資料より.〕.
 カツオは黒潮本流域吾こ分布していることは・黒潮碓のもつエネルギーの消

 長によって生理的影響を多く受けるものと考え、黒潮の流量変化と.漁況の相
 関を.みてみた。・宇、一..「

 黒潮本流'を横断するような線として沖永良部からNWに観測されたS昌。G

 で、昭和一30年以降の冬、夏季の流丑変化と漁況をみたのが次の図である台

 冬期についてだけみると、流量は34年を最高に.してその後は減少期に入り
 37年からその傾向は大となり、異常低温となった38年を最低と一してろ9

 年以降は増量の傾向に向きはじめたようでムO年は平均値に近らいだ。しカ、
 し4ユ年は予想に反し前・年より減量した。このような流I量の経年変化と漁況

 との関係をみると、流量の最大期に不漁'年が、最少期に好漁'年が多く集まつ



 ているようである。

図4流 量変一化  r×ユ06m'/。日。)

冬

夏

 ユ川3月

 6～8月

 ヒう、黒享瑚む売と漁{±揚

 宇治・革垣から硫黄、竹島の莚南海域に1う～6月カツオ群が来游して所謂ヒ'
 ストン操業をする年がある。近一年て・は39年5月、4ユ年5月が最も好例であ
 る。

 図5ノエ 39年5月上旬

 表面7-w

図5/2  39年6月上句表面T1.平

サバ

ムロ



 .先っ昭和I39年亘・月の状態.は上の図に書いであるように、黒潮本流は種子

 ・屋久・方面隼接岸し、強い黒潮分枝流は屋久島西方を北北西に北上し、一この影
 響は薩南全域に拡がっている`図5のユ〕。このような場合、カツ1一カの漁場

 は宇治、草垣から屋久島近海までの'帯に形成された。ところが6月になる

 と黒潮本流はや㌧離岸し、叉分枝流もなく草垣周辺には冷水域が出現しブヅ、

 サパの漁場に変り、カツオ群は種子、屋久.島の市域に形成されるようになっ

 た。

 次に4}・年5月の状態は図6の1に示したように、黒潮'本流は種子、屋久島

 を大きく離一岸し、分枝流は屋久島に向っていてヵツォ漁場は屋久島近海から

 竹島に集中した。

 6月に入ると本流は5月に比べ.てや㌧北偏し、分枝流は宇治、草垣方面へ進

 入するかに生えたがその勢力は弱く、ヵヅォ漁場は形成されなかった。
 r図6の2〕

 このよう岳と黒潮本流pエネ〃ギーの消長或いは近海への.離接岸によって来涛量
 の多寡、漁場め一形成1こは大きく影響を与えるのではなかろ『か。

、。)
2ユ  ∵㌧

 一。ム
23

2425へ

 図6'ノ王表面TW図6/2表面τW

 4,4ユ年の漁況

 2月上句頃より宮古近海で操業がはじまり、中旬になって枕崎、山川に入港

 するよ弓号こなった。この宮古南東fN2ぺ、Eユ25。～ユ26。)では4月上旬
 頃までつどいた。'
 この間、2月中句に屋久島南東からロノ島、中ノ島そ6～ワ畑の大型魚が釣れ
 ̀組成比80～90完〕多く航海した船で3航海をだし、ユ隻7～ユユトンの
 好漁が約工ヶ月間つとき3月中句に総漁した日

 このよう1こ、根拠一胞に近い場所に好漁がなさ一れ1}二が、3月下旬からは七島～沖

 _一ユ3⊥



 縄西.漁場の随所に広一く操業す、るよ.弓になり、4月に八って屋吹一島南西方面に集
 中.するようになった。そして5月には屋久島北部にも形成され1、例・年:こない好
 漁の・年・と・なった。

 今.年の冬期は例年になく高温で初漁期は2句程界一く盛漁期も早く経過し6月
 .には早'くも広い地域1こカツオ群は分散した。一・・

        ■月
        年〕一234567

        一一

        3ユ69237290298339

        3613903}34740τg841戸2即67㍉872β64ユ。621,402島20島459
        4.6O.35.95.26.55,46.5

        ワ4224301277303

        37一一3ユ9208,1,450,356ろg49μ92,445,9691,899/g36
        4-36.59,8跳6.3

        ユ71ユ77354328347

        3-8'2646喝g90969声g43β5ユ。789島221戸581,550戸52
        OZ8-65.59.26.845

        12247273360308346

        ろ9'u幼g2島24弓1751,56も0243】384戸3工即50μO島06卵53
        9-59.三5.79.48.Oao

        8851973ユ929333ユー

        40一49輝29一434.6861,8羽3642〃6.630        6.25.ユ9.48,7ら40筆
        3王ユ792?8286』

        41一425.9701'614,ワ503。!0・5郡23,636.026
        ^1スフq.n一1ん19.ワ
 『マ、
(上段)入港隻数  「中段、漁獲量的

ユa7

 c下段〕一隻平均卜一シ

 大口養魚場業務概況`5月分〕

大口養.南場

 /、I概要

 上旬まで一部稚マス1こ発生していた疾病も.、氷さく酸500分のユ液による
 浸漬で回復した。

 その後順調な成育を続けている。

 アユ養一殖は、今年は断念せざるを得ない状態でIあつ.たが、さいわい池田湖産を

 一ユ4.



 5月旦一〇日30切放養した。

 養殖成期に伴い・各坤に急病が発生し始め・治療対策にあたった。
 流通関凍では、食用マスの消費が漸次伸びつ{ある。

 。2、一飼育 概要

         処一分内訳5月末日飼育推定数         魚種名1孟膿数5月の増量撞販売数死点供試魚贈与不明減耗
         稚・一マス`o・年魚)ワ・2声・・尾尾337ユ6・・,。・・尾…,…尾
         食用マス及候補2β・・切_畑V5δ5O切エ710-5='
         親マス侯補弓…IOcOO牛。1尾
         親マス4ユーOOoO。ユ弄

         稚コ'イ(O集魚)・・仰・尾
         椎コイ.C1年魚〕・↓ooOooOo岬書

         OOOOO'ユ88尾

         i汁工8切30幻30
         」

 3、給餌の概要

       一.魚種餌料名ふ化稚マス食用及候補親マス稚コ'イ親コ十二
       マス餌付κ.ユ佃65.5
       〃κ2切240

       マそ稚魚尻2的301.8
       マス成魚用κ4Lκ9538.与

       一一一

       〃焔.5佃4ユワ佃37ユ

       フィードオイル佃4a35佃2ユ.3佃7,3

       鯉用粉末句72

       〃尻4佃86.6一一一■■一畑48-5       鮎川粉末
       丁

       計

 一ユI5一



 4、種苗配付状況

    氏名尾一'数住所種苗用途

    恒1松松雄5,OOO尾鹿児島市山〉口町9～28池中養殖用
    山内一夫15,O.0尾谷山市山田〃
    補元光一、。,。OO尾あい良郡加治木町〃
    堀留義也尾2,200鹿屋市下高隈仮屋〃
    原由滋生。,OOO尾伊佐郡菱刈町湯ノ尾〃

 5;こいの産卵概要
 第ユ回産卵

  産卵月日5月6日

  ♀の尾数(重量)13尾(24.4切)

  使用.尾数♂の尾数r重量)」52尾C69・4亨佃)
  産卵した♀の尾数ユO尾

  産卵後の♀の減重量、、l1景「  換算卵数

  一尾産卵数ユ・5フ・・O(粒).

  推定ふ化率(数)50第C626,O00尾〕

  放養尾数。ミジンコ池)437000尾〕

第2回産卵
   一

   産卵月日'5月18日一

   15尾C29.3切〕   19の尾数(重量)使用尾数1。の尾数、重量、45尾
   産卵した♀の尾数エ5尾

   産卵後の♀の減重量2'200C矛〕

   換算卵数ユ10`万粒)

   一尾産約73,300(粒)
   '

   推定ふ化率灯55明00尾)

   放養尾一致。ミノンコ池)385000尾,

 ニュ月一



 5月の平均水温  r用水路}

 月の貞菱差舌5・月30。日 2ユ.5℃

 月の最低一5月暦日 ユ2.ユ℃



 6,5月の動き

 5月2壬目““・…池田湖、鰻池が内水面地域振興対策事業の指定を受けるこ
 とにたったしめ・・そφ調査事業の中に於いて・網主賓養殖

 一試験を実施することになσ、生費枠の設置を行なった。
 5月;4;日一30日・・・・・…全国湖沼河川養殖研究会費鱈部会出席〔長野県〕

 本部会では、餌料の問題については一応まとまりがついた
 ので、今後は急病問題を中心として親魚の品種的な問題及
 ぴ在来、マス類についての研究を行なうことにたった。

 定置'観測「6月分〕

養殖部

 ○句別平均水温、比重`満.潮時一〕、

         !1水温・11比重11・
         月I11本一年前句差前年同期差,平年差1本年前句差目1王年同期差平年差
         」=26.ワ6一〇.4ユ一〇.89一㌧O.95・1126.Oユ■一〇.46一0.56十1.23
         中1打.・・十1.04一〇一王O'O.82一25.80一一〇.2ユ十0.40十2.05
         下え24.29一十2.49十1.71十0.55!一24.29I一1.5ユ一ユ.3ワ十〇.8ユ
         月平均!22.6ユー十2.39十0.59一〇0811125.ユ8一〇.73一〇.75十ユ.63
 ○水温

 20℃台から26℃台にまで大巾に変動した。上句は前句よりO-4℃低目と
 なり、上二中旬共平年より0-9℃と平年より低目を示した。下旬に入り夏型の

 日照りとなり急に昇温し・中旬よ、り平均a5℃も昇温し・平年水温よりO・5℃
 高日を示した。

 月平均水温は22.6℃と前垣より2.4℃昇温し、前年同期に比べO-6℃高目

 であったが、平年水温並となっている。

 ○比,.重
 一時的卒大雨という陽性型の梅雨・の、ため、月を通じて一般に変動が少なく商

 かんが保たれている。月平均比重は2}5.2と前月よりO一.7低くなり、前年同期

 に比べαフー師を示.し‡が、平年値キりユ・・高日であ?む

 一ユ8'



 6月の水温.比重

 小』F

平年

水温

比重



 漁場観測速報(5.・6月分)

養殖部

 (5月分〕

 I旬写1」平均水温

       観'一旬∵男.」廻地里水成川福山       最高最低最高最低最高最低

       上20.83ユ9.ユエ21.25ユ&95119.9219.49

       中21.ユ819.932ユ.5319.5222.212ユ、50

       下21..50=2g・902Z6020-6023.7323.33

       月平均21.ユ820.Oユ21.8'4ユ9.7722.082ユ.57

       前月差十1.93斗1.85十1.ユ4十ρ・5-7十4.56十4.54

       前年差十0.08十〇.28、十〇一94一〇一ワ3''

 ○里村の5月平均水温は2α0ユ～21.ユ8℃を示し、前月より^も村2℃近
 く高くなっている。前年同期の最高水温よりも0-08℃、最低水温で0-02

 ℃高くなっているが大差はない。

 ○水成川の5月平均水温はユ9-77～21.84℃で、前月よりも最高水温で

 1.ユ4℃、最低水温でO-57℃高くなっている。昨年同期との比較では最高

 水温で0-94℃高く、最低水温でO一ワ3℃低くなっている。

 ○纏山の5月平均水温は2ユ.5ワ～22.08℃で、里村、水成川に比してや

 や高目を示しており、前月よりも最高水温て一4,66℃、最低水温で4-54℃

 急昇し、内湾的な特徴を極端に示している。

 ○長・崎海洋気象台6月上句の西日本海況旬報によると概して低目の.水撮が続
 いており、しばらくは低目の水温が続き、内湾或いは陸地に近いところは変

 化がはけし..く二=重潮、赤潮等が発生するよ弓になつた=から注意を一要するとの
 こ傘て・あつた。

 亙漁'・況

 !、里・・一村

 総漁獲量は33,572切で、これを魚種別にみると、キビナゴが2ら575
 切で全体の67-2第な占め、次いで瀕魚が6'64ユ畑で全体の約20男'、ミ・
 スイカが4フ27ユ畑で約13系などが主なものである。前・月との比較.ては総

 漁獲量で28)57子的の増獲となり・魚種別にはキビナコ'が約・弓・・=・抑
 瀬魚が3コ700切・ミズイカが約もO00切いずれも増獲となっている自
 また、昨年同期と比較すると、総漁獲量で約21'000切の減獲となって

 おり、。魚種別言こはキビナコ'が約エ3)400切の減獲、瀬魚がろ200切の増
 獲・ミズイカ21000材の増獲となっているが、昨年同期ξこ約ユ7JOOO畑

 一..20r



 の漁獲があったメジナIが本年は一.無一種として取挙けら執る程の水揚げがみられ
 沈い。

           白州上中下

           魚種有為目数延出漁船数一漁獲量・有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数I漁獲量漁獲量計
           ミズイカ1O171β40?ユ3島48113ユ504声71

           瀬一魚6ユ2即54617一1976ナ139ユ16β41

           ヒヲマサユ13030

           キビナコ'4273フ0ワ6423即5ユ34017,0382弗75

           キハダ11一4011ユ555

           計2258卵4018546β33546工即g9β3戸・

2一.,水..成川
 総漁獲量は6,299.8切で前月よりも約3,600柳の増獲、一'叉、一前・年同期よ
 りも約4,700切増痩となっている。

 今月は魚種別、出漁船数など明らかてないので比較が出来ない。

 C6月分〕

 I旬別平均水温

       里水成川福山       句観測地別最高最低最高最低最高最低
       上21.6520-3522.9521.5324・5ユ24.一07

       中21.8319.5量22.8ユ21,3623.9623.37

       下23.ユ2ユ8.8324.4222-9225.0324.5ワ

       月平均22.ユ7ユ9.6023.3221.9324.4623.96

       前月差十〇一99一〇.4ユ十一工48斗2.工6十238十2.39

       前年差一0.29一1.68十〇.ユ9一〇.62一〇.05十2.ユ3

 ○里村の6月平均水温は19.6-0～22一!7℃で、前月に比して最高水温で

 約五℃高く、最低水温でO-4℃低くなっている。

 また、前年同期と比敏すると、前・年の最高水温で工℃、.I冒低水温でユ.7℃

 低くなっている。

 ○水成川の6月平均水温は21.93～23.32℃て前月よりも〕最高水温で約

 1・5℃、最低水温て・約2℃いずれも高くたっている旦

一弓1一



 I前年同期との比較では最高水温で0.2一℃高く、最低水温てq6℃低くなつ

 g二篶ニニ練慧幾㌫:ご二法二㌫幾畿畿
 餉を示、している。れ前年同期との比較唯・最高水温セは殆んと大'差は
 ないが最低で乞℃以上高'くなっている。

 。長崎海洋気象台の、月上旬西日本海況句森よると、東シナ海の中部と南
 .西.諸島附近の。黒潮流域ではいずれも1.5℃低く、また九州沿岸も低目が続い
 ている。また、沿岸、入海などは河川の排水による影響が多く、二重潮・.赤
 潮等も発生するおそれがあるので1注意を要すろとのことである。

皿漁況

 /・里..村
 一総醜量1よ・・,…lgで、魚種別にはキビナゴ・叫・戸・幻で全体の約
 75系、瀬魚が13,182切て全体の約26系となっている。
 前月との比較では、総漁獲量では30,552切の増獲で、魚種別にはキビ・

 ・ナ'ゴが約2・5シ7-67・的、瀬魚'が今541切のいずれも増獲となっている白
 また、昨年同期と比較すると総漁獲量・が約17フOOO佃の滅獲となってお
 り、.魚種別にはキビナゴ・が約540幻の減獲となっているが、瀬魚は約

 1号000切の増獲となっている口

           角別上中下漁獲

           無趣有為日一致延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量d
           .瀬。魚8工73戸48742ユ'9269407,908工甲82

           キビナゴ54311,3687631ユメ247ユ3ユ5戸・504島342

           ミズイカ8ユ38204759046早go島600

           計2ユ173工536・81u・1ユ3.640I20ユ77。4。。。164,工24

 2、水成川。

 紬幽はユ,…畑で・魚種別には小ダイカ;・川・で全体の約・・弟
 瀬魚が367切で約24系、その他雑が470切で約30名となっている。
 前月と比較すると総満獲量では約4,720句の増獲となっている。昨年同期
 1一こ比して総漁獲量て673切の減獲となり、、魚種別には小クイ.が約700切

 の滅痩となっていることが日立っている。

一22一



           句.1月1上中下           魚種有満日数延出'一船モ1:1獲量有。」蝋日数延出漁船数漁獲量有為日I数延出漁船数漁獲量、玲獲'量計一
           .小ダイ9642420648工9195.30ワ7.95口8

           瀬.魚1芦186325ユ48.O5一24200.7367.3
           ミズイカ2ユワ28.1283以32ユ952ユ55.7

           アジサパ182022853573.8

           その他862ユ4仏9323138.且949ユ87石470.6

           計20ユ454335ユ5エユ2530624ユ326ユ5」⊃ユ5792

奄美短信

 台風4号が沖縄向け進行中、との報に今年も叉夏が来たとの実感を.感じ一だが、

 本'土各地に大雨を降らせたもの㌧、幸い奄美に直接の被害はたく、はるか東方海
 上を北上していつオ^

 毎年のこと・乍ら台風接近と共・に定期船は運休し、古仁屋港内、沖にはマク'口船

 大型貨物舩が避難し、町にそれら船員が上陸し賑やかさがあ一わセf・しさと調和し

 台風前の独特のふん囲気を・かも」し出している旦

 鹿児島県は台風銀座と呼ばれているがきしすめ班美は四丁目と言うところか。

 さて、奄美大島各地1こ多量1こ棲.自、するシヲヒゲウこを原料と一した瓶詰製造が近

 時かなり各地で行なわれるよう1こなった。小さな加工場があれば小人数でも{婦
 女子でも出来る.貞、に於いて、若年労働者の不足する折、奄美漁家の副収入の手段

 として望ましい事であろう。

 古仁屋から延々パスにゆられて6時間の所に笠利町屋仁といr部落がある1が、ウ
 ニ製造講習会が催され20余人の受講者があり、全員熱心に勉強していた。各地
 で行なわれる講習会でも大同小異で島民の意慾がうかどわ一れる。
 製品は現在の所、殆んど島内消費及ぴ土産物として販売されているが製造量ふ増



 知す手千つれ島内だけでは消費しきれず、業者同志が共喰い状態に陥ち入ること.
 も考えられる。より'層の製品の向上、本土市場の開拓等考えねぱならたいだろ.
 う。

 大鳥ウニは下関あたりのウニと又。'風変った味がするとのことである。それが
 欠点と合わλ老が欠点が長所`特長)となり得るかも知れない。業者は自信をも
 った製品を作り大.畠.ウニの良さを各方面に印象づけるべきであろう。

 台風のように過ぎさることたく、ソテツのように根をはった企業となるように

 したいものだ。

`K,T)

★★☆★★★★★★★☆★★★★☆

 ★.業務概況★

 ☆★★★★★★★★τ∵★★★☆★★

 §本場分

 ○養殖部

 食イセエビ7イロゾーマ飼育

 6月27日・・30日に桜島水族館で.ふ化したフイロゾ→マにつき飼育中。
 飼育尾数約6,OO尾。脱皮回数4回。C担当者山口昭宣)

 劣アワビ稚貝野外飼育

 7月ユ3日、群島水族館の外池で養成中の放善後ユケ月目の稚貝につき測
 牢、最大殻長弓3岬、生残率90弟。,たお、同日更にユOO個体をポリパケ
 ツに収容して外海で養成目。担当者椎原久幸,山口昭宣)

 粥7コヤ採苗調査

 鹿児島湾穴4ケ所C福山、あい良、牛根、海潟)、菓町3ケ所C脇崎、伊
 唐、本浦)その他片浦湾、浦内湾の計9.ケ所で6月上句からの調査を継続。

 c担当者瀬戸口勇〕

 {カフジツポ調査

 ワ月.1日・ユ5日の2回福山町、竜ケ水の2ケ所でフジツボ防除対策の定
 期調査。c担当者前田耕作)

 携ノリー糸状体培養管理

 7月8日・23日培養中の糸状体に発生レた黄斑病の防除に淡水処理。
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 r担当者新村巌・帷軍久辛、
 やクロチヨウ室内採苗試験

 ク1コチヨウ室内採苗試.験のため7月2ユ日から海潟へ長期出張。

 ̀担当者瀬戸口勇〕

 ○製造部

号三言一指定工場主協議会開催
 当場共同研究指定工場主相互の技術交流及ぴ情報交換を図るため毎・年ユ団

 連絡協議会を開催しているが本年度総会を下記のとおり実施したニ
 ュ.日・二時7月4日

 z場・.所水産試験場

 3.出席者31名(担当者製造部全員〕

 ギ.1ドライアイスによる低温保持試験
 半乾のま』出荷される煮干チリメンの低温輸送法としてドライアイスを内

 包したカートンケースの経時毎の冷却度を測定し実用化への予備試験を実施

 した。

 本法に使用の包装容器に於いては低温持続時間と温度管理に難点がある。

(担当者是枝登)

 {三りシイラ、サバくん製試験
 新設くん製室の大量処一理試験(原料yイラユ84～、サパ59切)を兼ね
 て調味冷くん製品を試作。(担当者藤田薫,木下耕之進)

 千㍗木クラゲ製造試験

 観光土産品開発への要望により・粕漬・みそ潰、うに潰・か弓し漬、くら
 げ漬、寒天漬を試作した。変敗防止のための貯蔵条件等について追…式の要が
 ある。(担当者藤田一葉〕

 ○漁業部

 デ三7月ユ日～ユO日

 漁、.海況予報事業海洋観測(照南丸〕(担当者川上布正)

 ミ・・～7月ユ4日～26日

 沿岸海底調査、枕時沖合(照市丸、(担当者竹下克一,岩倉栄〕

 ○=調査部

 {三ミ言人工餌料によるハマチ養成試験

 ワ月から鮮魚餌料との併用に八つだ。混用区、切替区、小型区の3試験区。
 「担当者九万田一己,荒牧孝行〕

 1二～マダイ黒色化防止試験
 陸上池で黒色化防.しヒの予備飼育中。「担当者上田忠男)

 1三=養成ハマチ消化こち素試験
 空腹時、飽食後の経時的こr素量の変化をみる。(担当者弟子丸修)
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蓄養指導

 ○長島タコ・ラグ6月29日～?月2日.(担当者荒牧孝。行〕
 ○こしき'島・ヤセブリ7月5目～6目C担当者九万田一己〕
 ○長島プリ7月ユ4目～ユ6日I(担当者荒牧孝行〕
 ○坊泊適地調査7月1ユ日～ユ3日(担当者畠山国雄,九万田'己〕
 会議・

 。で牛ぶん汚水対策協議会・月・・日「出席者上田忠男・弟子丸修〕
 ・〃.〃ワ月ユ5日

 (出席者畠I」]国雄,上田忠男,弟子丸修〕

来訪

 。平賀製斗所桑原氏・月・・日チョッパーの件
 ○屋久島永田岩州民ワ月4日イセエビ蓄養池の件

 〇三重水試尾鷲分場畏中鳥氏7月6巨人工餌料の件

 gオリエンタ〃中川課長外7月7日ハマチ試験の件
 ○大阪魚市場晴.松芳氏7月8日〃
 ○宮崎大学水沼教授7月ユ6日一でんぷん汚水の件

 §一大島分場分
 ○庶一務係

 7月ユ2日県議会文教衛生委員長下小園、重村、平県議、.県教育事務

 局関係一行来場。

 ○業係

 カツオ餌料漁場調査

 狛場は大鳥師の俵'仙一ギ之油間、油井・1・鳥周辺にて舳をなし北大島
 ム竜郷湾、名瀬市沿岸は全くの不漁。
 ;書カツオ沖合漁況

 6月は徳之島曽根周辺にて好漁、来游魚群多く当分好色11正が続きそうである目.
 ○・製造係

 ウ=加工指導。名瀬地区〕

 ウニ加工・試験(塩ウ=保蔵、煮干ウニ成分分析)
 6月20日加工場使用開始(平祐丸、茂野)'

 ○養殖.係

 マヘ育成試験(40年I度稚貝)

 6月2ユ日寵とり換え・生残数41880ヶで4月20日㍗25ヶから
 95.22第の歩留り。

 マベ室内人工採苗試験。4ユ干度)
 6月～7月10日採苗準備

 ワ月ユ2日人工授精予備テスト

 新らしくエポキシ系塗料でコーティング.した水槽及び貯水タンクにおけ

 る幼生に対する影響。采フレッシャー`ろ過器)及びポン7.揚水海水の
 幼生に対する影響。

一26.一


